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もりのにぎわい通信  
 

2024年 9月 29日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2024年 9月 29日（日）9：00～12:00 

場所：小山町 観音地 

天候：曇り 気温 22～26℃ 湿度 80% 風向 東北東 風速 3.7m/s 

参加者：17 人：子供 3 人、大人 14 人（内土地改良区 0 人） 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：00集合 

 9：30作業開始 

    クズの蔓切､除草作業 

10：30休憩 

11:00除草作業、クズの蔓切 

12：00 片付・解散 

 

■活動報告 

活動予定日の 28 日は午前中が雨との予想で前日の夕方には遠方からの参加者を考慮し翌日の延

期に決定しました。夜に予報が変わって雨はふらず活動日和で複雑な心境になりましたが、翌日は

くもりとのことで活動には問題ないとのことで日曜日を迎えました。人数が減ってしまうことを予

想していましたが初めて参加された方 3 名といつも参加してくれる親子二組など予想以上の参加

者でありがたく感じました。 

少し秋らしくなり活動日がなかった 8 月に大きく育ったクズなど除草作業にはちょうどよい気

温となりました。 

活動の前半は刈払機で栗や柿の木の下や高台の駐車場、森の入り口辺りを除草するグループと栗

拾いをするグループに分かれて作業を行いました。栗は昨年はあまり木に実を見ることができない

ぐらい不作でしたが今年はたくさん見ることができました。木が高くなり長い棒で落としたりする

のがだんだん難しくなってきていると感じます。柿も昨年よりもたくさん実がついてこれから色付

くのがたのしみです。森の恵を収穫できる事が毎年の楽しみとなっています。 

10:30 の休憩後は刈払機グループはできるだけ下草を刈り、他のグループは春に植樹したあたり

を剪定ばさみや鎌をつかってクズのつる切りなどを行いました。11:30 頃からバラバラと雨が降っ

たりやんだりと不安定な天気の中ではありましたが予定の時刻まで作業をして最後に収穫した栗

は参加者で分けて解散となりました。 

余談ですが、きれいな濃いピンク色の花をつける秋の厄介者のヌスビトハギが実をつけ始めてい

て、あちこち服に付いていました。参加してくれた子どもたちは姉妹でつけあいっこをして楽しん

で遊んでいました。 

記録：和田 みさ子 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、10 月 26 日（土）（雨天の場合 10 月 27 日(日)） 

井戸掘り作業､除草作業、クズの蔓切､枝打ち､カキの収穫を予定。 

井戸掘り作業以外はコロナ禍の為、午前中のみとします｡ 

 

 

 

集合写真 

 

 

  

クリ拾い 

http://www.g-cycle.org/
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クリを竿を使って落とす。 

 

 

  

 

 

  

クズの蔓切作業               苗木に絡みつくクズを除去 
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休憩 


